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J P01[ジ エイビーゼロワン]と は

国際標準化機構による

「北海道」の国際的地理コ‐ドに

出来 します。
(IS0 3166‐ 2)
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医療法人社 団恵水会 田島クリニ ンク臨床顧 問

辟 博 士 石 塚 玲 器 先 生

北海道大学医学部卒業.聖 路加国際病院、ハーバード大学医学

部小児病院、北海道大学病院第一外科などを経て、アメリカ メイ

ヨークリニック内分泌外科の臨床研修後、日立西札幌病院院長

を務める。自身も力沈 患者であり、現職にて力%患者を多数診察.

冒頭 には、主催 者 であるさの

薬局 代 表 取 締 役 の佐 野弘幸

さんがla~拶 。

轟すず爾爾甕周褥艤セミ浚― :羮 爾鸞
最新のがん治療法と免疫療法

①補完代替医療における機能性食品の役割
(株 )ア ミノアップ化学国内事業部学術開発室室長 高成準先生

②がんを経験した医師が行う個別化医療とは
田島クリニック臨床顧問医学博士 石塚玲器先生
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コンフォート栄養食物研究所代表取締役

管理栄養士 ゴLJII恵 子 先 生

「食は薬なり、食は医なり」をモットーに、豊かな食生活を通じ

て病気予防を伝える予防栄養学のエキスパート.22年 間に及

ぶ病院での管理栄養士経験を活かし、平成11年、日本初の民

間の栄養相談所「コンフォート栄養食物研究所Jを 開設。

先進的な医療技術だけが病状改善の一手で

はないことを、両氏は図解などを用いて説明。
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成
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２３
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最
新
の

が
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と
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催
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。
当

日
は
ヨ
ン
フ
オ
ー
ト
栄
養
食
物
研
究
所

の
代
表
取
締
役

管
理
栄
養
士
の
北
川
恵
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生
、
元
国
立
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札
幌
病
院
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長
で
田

島
ク
リ
ニ
ッ
ク
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床
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医
学
博
士
の

石
塚
玲
器
先
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の
２
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が
そ
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ぞ
れ
約

１
時
間
に
わ
た
っ
て
講
演
。
お
よ
そ
８０
名

の
参
加
者
が
講
演
の
内
容
に
興
味
深
く

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
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初
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病
で
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す
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！
食
事
療
法
」
と
題
し
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。
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開
設
し
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健
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食
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設
し
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談
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事
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活
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慣
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し
が
病
気
の
改
善
や

防
止
に
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が
る
と
話
し
ま
し
た
。

続
く
石
塚
先
生
は
「が
ん
を
克
服
し

た
医
師
が
行
う
個
別
化
医
療
」
の
題
目

で
、
デ
」
自
身
も
ス
テ
ー
ジ
Ⅳ
の
が
ん
患

者
と
し
て
得
た
経
験
と
医
療
現
場
で

の
実
績
を
ス
ピ
ー
チ
。
化
学
的
根
拠
に

基
づ
い
た
エ
ビ
デ
ン
ス
医
療
の
限
界

が
、
医
療
そ
の
も
の
の
限
界
で
は
な
い

と
し
、
抗
が
ん
剤
な
ど
の
使
用
以
外
に

も
、
Ａ
Ｈ
Ｃ
Ｃ
と
い
っ
た
サ
プ
リ
メ
ン

ト
を
用
い
る
な
ど
選
択
の
幅
を
広
げ

る
個
別
化
医
療
に
よ
る
生
活
の
質
の

向
上
の
重
要
さ
を
訴
え
ま
し
た
。
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北海道で生まれた機能性食品、AHCC。 今

回はAHCCを製造するアミノアップ化学に

潜入し、藤井社長にお話を伺つた。その効

果と意外な開発秘話とは?

それは偶然、北海道で発見された

AHCC開発秘話

晰 シイタケから夢の大発見:?

札幌市清田区に本社があるアミノアップ

化学では、AHCCという機能性食品が作ら

れている。このAHCC、 シイタケの菌糸体と

いわれる部位を培養して作られているのだ

が、免疫力を向上させる機能があり、抗がん

剤治療の副作用軽減にも効果が見込まれ

ている。「風邪の予防にもなりますので、健

康な人にもぜひ試してほしいですね」と話す

のは、同社の代表取締役社長・藤井創さ

ん。「機能性食品は

目に見えて効果が分

からないこともありま

すが、ふとした時に

『そういえば今年も風

邪をひいてないな』と

実感するんです。二

日酔いにも効果があ

るんですよ」とご自身

の経験から語る。

アミノアップ化学
代表取締役社長

藤井 創 さん

心 飼料の研究中に偶然見つかつた

免疫力向上が期待されるAHCCはシイ

タケから作られているが、そもそも一体ど

のようにして開発されたのだろうか。それ

は偶然、北海道のとある農場の一角で発

見されたのだという。1981年、現会長の

月ヽ砂憲一さんが飼料の研究をしていたと

ころ、周辺の植物が他より成長しているこ

とに気付いた。調べると、担子菌 (キノコ)

を用いた培養液の中から植物成長ホルモ

ンが見つかった。これがAHCCの前身であ

る「スーパーアミノアップ」という製品が開

発されるきっかけとなり、会社名「アミノ

アップ化学」に通じている。ただ、この頃の

スーパーアミノアップは植物生育促進物

質であり、食品ではなかった。では、これが

どのように機能性食品になったのか。答え
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AHCC
イムノメディックピュア

はいたって単純で、ある社員が「植物に良

いのであれば、人間にも良いのでは?」 と

考え、ヒトが飲むことのできる抽出液を試

作し飲んでみた。すると体の調子が良くな

り、ここからヒト用としての開発がスター

トし現在のAHCCが誕生したのだ。

そや,
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問合せ

アミノアリづ ヒヽ学製品

AHCCイ ムノメディックピュア販売元

株式会社オフイスセガ

札幌市白石区東札幌2条4丁目3‐7

面 0120-702-688
せがわビル2F  http:〃 www.office― sega,com
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AHC
困方曲通信
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担子菌の菌糸体を長

期培養し原料生産。

加齢、生活習慣などに

よる免疫力低下に。

輩 鬱纂 2轟島mで畿斃暮れる鰻貶‡懸

現在、AHCCを 使った製品はアジアか

らヨーロッパまで、世界28カ 国で販売され

ている。北海道生まれの製品が世界中の

人に必要とされているのは、道民として実

に誇らしいではないか。
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